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国指定重要無形民俗文化財  綾子踊（関連記事18ページ）

● まんのう町総合計画後期基本計画策定にむけて

● 平成23年度国民健康保険特別会計決算報告

● 保育所（園）入所児などの募集

● 中学生海外派遣報告

● 自殺予防講演会の開催と標語募集について

1111月号の主な内容月号の主な内容

〈平成24年10月1日現在〉

●人口 …… 19,995人（前年比＋14人）

　　　　　　  男 …

　　　　　　  女 …

●世帯数 … 7,367世帯（前年比＋21世帯）

9,599人

10,396人
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ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
ま
ん
の
う
町
で
は
、
「
誰
も
が
住
み
よ

い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
と
し
、
10
年
後
の
ま
ん
の
う
町
の
姿
を

目
指
し
た
「
ま
ん
の
う
町
総
合
計
画
」
を
平

成
19
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
と
は
、
10
年
後
の
町
の
あ
る
べ

き
姿
を
決
め
、
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
運
営
の

指
針
と
な
る
基
本
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
す
。
町
は
、
こ
の
計
画
を
基
に
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
10
年
後
の
こ
と
を
決
め
た
と

し
て
も
、
町
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
っ

て
、
当
初
作
っ
た
計
画
で
は
不
十
分
な
状
態

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
中

間
に
当
た
る
５
年
後
に
あ
た
る
今
年
度
に
、

こ
の
ま
ま
の
計
画
で
い
い
の
か
を
改
め
て
考

え
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
平

成
25
年
度
か
ら
向
こ
う
５
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
後
期
基
本
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

（
※
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
来

月
号
以
降
に
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
）
や

町
政
懇
談
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意

見
公
募
）
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で

作
成
さ
れ
る
提
言
書
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
に
焦
点
を
あ
て
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
構
成
・
役
割

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
委
員
36
人
（
公
募

１
人
、
各
種
団
体
推
薦
20
人
、
町
職
員
15

人
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
環
境
・
人
づ
く
り
部

会
」
（
生
活
・
自
然
環
境
、
教
育
・
生
涯
学

習
、
交
流
・
文
化
）
、
「
安
心
・
安
全
部

会
」
（
健
康
・
福
祉
、
生
活
基
盤
）
、
「
創

造
・
改
革
部
会
」
（
産
業
・
雇
用
、
住
民
自

治
・
協
働
）
の
３
つ
の
専
門
部
会
に
分
か

れ
、
意
見
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
町
行
政

に
対
し
て
提
言
す
る
組
織
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
流
れ

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
計
３
回
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
第
１
回
、
第
２
回
は
部
会
ご

と
に
、
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
」
で
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
は
、
参
加
者
が

共
同
作
業
の
中
で
手
を
動
か
し
、
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
あ
る
成
果
を
創
造
す
る
集
ま

り
の
こ
と
で
す
。
「
住
民
と
行
政
が
協
働

で
、
積
極
的
・
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
、
実
行
し
て
い
く
」
た
め
に
、
自
由
な
雰

囲
気
の
中
で
の
柔
軟
な
発
想
か
ら
出
た
意
見

を
町
行
政
に
反
映
す
る
た
め
に
こ
の
手
法
を

導
入
し
ま
し
た
。

　
実
際
の
委
員
会
で
は
、
ま
ん
の
う
町
の

「
強
み
」
、
「
弱
み
」
を
整
理
・
分
析
し
た

う
え
で
、
「
強
み
」
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、

「
弱
み
」
を
改
善
す
る
た
め
の
提
言
を
挙
げ

て
い
く
と
い
う
形
で
協
議
を
進
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
自
然
が
豊
か
で
、
環
境
美
化
の
取

り
組
み
も
進
ん
で
い
る
、
ポ
イ
捨
て
も
減
っ

て
き
て
い
る
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
も

進
ん
で
き
て
い
る
、
な
ど
。

　
　
　
　
荒
れ
た
農
地
や
山
林
等
が
み
ら
れ

る
こ
と
や
そ
れ
に
伴
う
不
法
投
棄
、
有
害
鳥

獣
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
下

水
道
接
続
に
関
す
る
住
民
意
識
が
弱
く
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
。

　
　
　
　
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
住

民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
向
上
や
町
の
環
境

デ
ー
タ
を
住
民
に
開
示
し
、
環
境
美
化
に
つ

い
て
の
啓
発
の
強
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
な
ど
。

　
　
　
　
近
所
づ
き
あ
い
、
見
守
り
、
声
か

け
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
、
防
災
意
識
が
高

い
、
住
民
活
動
が
熱
心
で
あ
る
な
ど
。

　
　
　
　
た
め
池
の
決
壊
な
ど
の
危
険
箇
所

や
避
難
場
所
の
安
全
性
に
対
す
る
不
安
、
安

心
安
全
に
関
す
る
活
動
が
弱
い
、
交
通
が
不

便
で
あ
る
な
ど
。

　
　
　
　
た
め
池
の
安
全
確
保
や
、
町
全
体

で
の
防
災
訓
練
の
実
施
、
災
害
時
の
交
通
手

段
の
確
保
、
土
木
業
者
と
の
連
携
強
化
を
図

っ
て
ほ
し
い
な
ど
。

　
　
　
　
農
林
業
で
は
、
多
品
種
を
生
産
で

き
る
環
境
、
農
業
基
盤
が
充
実
し
て
い
る
、

商
工
業
で
は
、
う
ど
ん
屋
の
量
と
質
が
優
れ

て
い
る
、
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
店
、
パ
ン
屋

が
あ
る
、
観
光
で
は
、
日
本
一
の
た
め
池
の

満
濃
池
に
国
営
・
県
営
公
園
の
２
つ
が
あ

る
、
温
泉
の
泉
質
が
い
い
、
ひ
ま
わ
り
、
竹

が
有
名
で
あ
る
、
な
ど
。

　
　
　
　
農
林
業
で
は
、
未
利
用
農
地
が
あ

る
が
、
後
継
者
不
足
で
、
新
規
参
入
も
し
に

ま
ん
の
う
町

ま
ん
の
う
町
の
将
来
を
語
る

総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画 

策
定
に
む
け
て
①

美
し
い
地
域
を

　
　
　
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　
す
べ
き
こ
と
は

農
業
・
商
工
業
・
観
光
が

　
　
も
っ
と
連
携
す
る
た
め
に
は

第
1
回
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

弱
み

強
み

強
み

強
み

提
言

提
言

弱
み

弱
み
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ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
民
間
住
宅
耐
震
対
策
事
業

く
い
、
農
地
集
積
が
し
に
く
い
、
ブ
ラ
ン
ド

農
産
物
が
な
い
、
商
工
業
で
は
、
企
業
、
商

店
が
少
な
い
、
観
光
で
は
、
満
濃
池
が
観
光

に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
、
な
ど
。

　
　
　
　
農
産
物
や
う
ど
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
る
、
満
濃
池
の
活
用
を
図
る
た
め

に
、
観
光
グ
ッ
ズ
の
商
品
化
、
販
売
所
の
設

置
、
か
り
ん
会
館
観
光
拠
点
化
な
ど
。

　
　
　
　
学
校
施
設
は
充
実
し
て
お
り
、
通

学
合
宿
を
は
じ
め
、
家
庭
、
地
域
と
連
携
し

た
取
り
組
み
も
優
れ
て
い
る
、
生
涯
学
習
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
、
な
ど
。

　
　
　
　
家
庭
教
育
力
の
低
下
、
生
涯
学
習

の
情
報
周
知
が
不
十
分
で
あ
る
、
地
域
行
事

等
へ
の
参
加
者
の
減
少
、
各
地
域
・
団
体
の

交
流
・
連
携
不
足
な
ど
。

　
　
　
　
学
校
・
教
育
委
員
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

一
体
と
な
っ
た
家
庭
教
育
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
団
体
に
よ
る

「
人
づ
く
り
懇
話
会
」
の
設
置
の
検
討
や
、

新
し
い
図
書
館
・
体
育
館
を
、
多
様
な
年
代

の
人
々
の
様
々
な
文
化
活
動
の
交
流
拠
点
に

し
て
ほ
し
い
、
な
ど
。

　
　
　
　
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
は
高

い
、
多
く
の
組
織
・
制
度
が
あ
る
、
横
の
連

携
も
強
い
、
な
ど
。

　
　
　
　
活
動
に
無
関
心
な
人
が
多
く
、
参

加
者
が
固
定
化
さ
れ
て
い
る
、
人
材
の
育
成

や
活
動
資
金
の
助
成
な
ど
の
支
援
が
少
な

い
、
な
ど
。

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座
を
増
や

す
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
把

握
に
努
め
る
、
参
加
者
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
誰
で
も
出
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
ち
ょ
ボ
ラ
」
運
動
を
進
め
て
い
く
、
な
ど
。

　
　
　
　
都
会
の
人
よ
り
は
団
結
力
が
あ

り
、
農
業
地
域
で
は
水
路
の
地
元
管
理
な

ど
、
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
、
な
ど
。

　
　
　
　
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
若
者
の
流

出
、
閉
鎖
的
な
慣
行
が
あ
る
、
な
ど
。

　
　
　
　
共
同
体
意
識
を
強
く
し
、
自
分
た

ち
が
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
す
る
と
と
も
に
、
役
場
に
も
き
っ
か
け

づ
く
り
の
情
報
提
供
や
活
動
支
援
を
し
て
ほ

し
い
、
な
ど
。

　
第
３
回
の
委
員
会
で
は
、
第
１
回
、
第
２

回
の
協
議
を
も
と
に
、
提
言
書
の
作
成
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
提
言
書
が
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
い

て
、
「
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
　
住
み
続
け
た

い
ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
、
「
元
気
ま
ん
ま

ん
」
な
ま
ん
の
う
町
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
政
策
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
６

　
民
間
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め

に
、
国
の
助
成
制
度
を
活
用
し
、
県
と
連
携

し
て
町
内
の
民
間
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐

震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
と
な
る
民
間
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

（
そ
れ
以
後
に
増
築
を
し
た
住
宅
で
も
補

助
金
の
対
象
と
し
ま
す
）
。

・
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
く
重
大
な
違

反
が
な
い
住
宅
。

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
自
ら
所
有
し

て
お
り
、
耐
震
対

策
を
行
っ
た
後

も
、
主
た
る
居
住

の
場
と
し
て
引
き

続
き
利
用
さ
れ
る

住
宅
。

・
耐
震
改
修
工
事
を

行
う
場
合
は
、
耐

震
診
断
に
よ
り
倒

壊
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
。

※
賃
貸
住
宅
や
別
荘
、
別
棟
の
倉
庫
、
納
屋

な
ど
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
建
替
え
や

除
却
の
み
の
工
事
に
対
し
て
の
補
助
金
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
補
助
金
の
交
付
額

・
耐
震
診
断
補
助

　
補
助
率
３
分
の
２

　
　
　
（
補
助
限
度
額
６
万
円
）

・
耐
震
改
修
工
事
補
助

　
補
助
率
２
分
の
１

　
　
　
（
補
助
限
度
額
60
万
円
）

▼
申
し
込
み
期
限
　
平
成
25
年
２
月
15
日

▼
受
付
場
所
　
建
設
土
地
改
良
課

▼
注
意
事
項

・
同
一
の
建
物
に
つ
い
て
、
二
度
の
補
助
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
耐
震
診
断
は
、
構
造
設
計
一
級
建
築
士
、

ま
た
は
所
定
の
講
習
を
受
け
た
建
築
士
が

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
事
業
者
は
、
県
内

に
営
業
所
が
あ
る
業
者
に
限
り
ま
す
。

・
交
付
決
定
前
に
工
事
契
約
を
行
っ
た
場
合

は
、
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
あ
わ
せ
て
行
う
場
合

は
、
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
み

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
申
請
様
式
等
は
、
建
設
土
地
改
良
課
で
お

渡
し
す
る
ほ
か
、
ま
ん
の
う
町
役
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
土
地
改
良
課

　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
７

補
助
金
を
活
用
し
て
、

今
す
ぐ
耐
震
診
断
・
改
修
工
事
を
。

民
間
住
宅
耐
震
対
策

　
　
　
　
　
　
事
業
の
お
知
ら
せ

第
2
回
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

第
3
回
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

学
校
・
家
庭
・
地
域
が

　
連
携
し
て
人
を
育
て
る
た
め
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
活
発
に
す
る
た
め
に
は

ま
ん
の
う
町
の
自
助
・
共
助
・
公
助
は

弱
み

強
み

提
言

弱
み

強
み

提
言

弱
み

強
み

提
言

提
言
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平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
報
告

　
平
成
23
年
度
の
国
保

特
別
会
計
決
算
額
は
円

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
、

前
年
度
と
比
べ
歳
入
は

１
・
７
％
、
歳
出
は

２
・
２
％
の
増
加
と
な

り
、
３
、
３
５
４
万

１
、
５
４
５
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
昨
年
度
黒
字

で
あ
っ
た
単
年
度
収
支

は
、
６
、
１
９
２
万

４
、
５
１
０
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。
し
か

も
、
基
金
を
５
千
万
円

取
り
崩
し
て
お
り
、
財

政
的
余
力
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
毎
年
増
え
る

医
療
費
や
長
引
く
不

況
、
高
齢
化
に
よ
る
国

保
税
収
の
減
少
な
ど
と

相
ま
っ
て
、
一
層
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
23
年
度
の
国
保
医
療
費
総
額
（
一
部

負
担
金
、
国
保
給
付
額
な
ど
を
合
わ
せ
た
総

額
）
は
、
20
億
４
、
７
５
２
万
４
、
３
４
５

円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
２
・
３
％

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
対
し
て
被
保
険
者
数
は
、
平
成
22
年
度
の

５
、
０
９
３
人
か
ら
、
平
成
23
年
度
は
４
、

９
７
４
人
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
２
・
３
％

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
総
額
の
う
ち
、
保
険
給
付
費
は
72

％
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
な
ど
へ

の
拠
出
金
は
15
％
、
共
同
事
業
へ
の
拠
出
金

は
11
％
、
合
わ
せ
る
と
全
体
の
約
97
％
を
占

め
て
お
り
、
事
務
経
費
な
ど
は
全
体
の
２
％

と
い
う
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
総
額
は
、
24
億
２
６
７
万
１
、
１
６

２
円
。
そ
の
う
ち
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
収

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
国
保
税
は
、
約
４
億

５
千
万
円
で
全
体
の
19
％
に
あ
た
り
ま
す
。

国
や
県
か
ら
の
支
出
金
、
前
期
高
齢
者
交
付

金
、
療
養
給
付
費
交
付
金
及
び
共
同
事
業
交

付
金
を
合
わ
せ
た
金
額
は
全
体
の
72
％
に
な

り
、
ま
た
、
一
般
会
計
及
び
基
金
か
ら
の
繰

入
金
は
、
約
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
収
入
の
大
部
分
は
国
、
県

及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
の

資
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
述
の
と
お
り
国
民
健
康
保
険
は
、
医
療

費
を
国
保
税
と
国
、
県
及
び
支
払
基
金
な
ど

か
ら
交
付
金
で
賄
う
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
、
加
入
者
全
員
で
支
え
あ
っ
て
成
り
立
つ

制
度
で
す
。

　
国
保
財
政
の
安
定
し
た
運
営
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
も
、
健
康
診
査
の
受
診
や
日
頃
の

健
康
管
理
、
ま
た
国
保
税
の
納
付
に
つ
い
て

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
１
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
、
早
期
発
見

で
病
気
の
重
症
化
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
食
べ
す
ぎ
を
控
え
、
無
理
せ
ず
適
度
な
運

動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
、
分
か
ら
な
い
こ

と
は
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
必
要
な
時
だ
け
受
診
し
、
時
間
外
・
休
日

受
診
は
な
る
べ
く
さ
け
ま
し
ょ
う
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
上
手
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
保
険
課
　
蕁
（
7
3
）
0
1
2
4

平
成
23
年
度
歳
出
総
額
　

23
億
6
千
万
円

医
療
費
は
増
、
加
入
者
は
減

黒
字
決
算
も

単
年
度
収
支
で
は
…

医
療
費
支
出
２.３
％
増

増
え
る
と
み
ん
な
の
負
担
増

医
療
費
抑
制
の
た
め
に

歳
出
の
９７
％
は
保
険
給
付
費
と
拠
出
金

国
保
税
収
は
歳
入
の
１９
％

歳入総額歳出総額

2,402,671,162円2,369,129,617円

保険税
450,070,580円
18,7%

国庫支出金
550,663,422円
22.9%

県支出金
90,369,964円
3.8%

支払基金交付金
835,771,707円
3.8%

共同事業交付金
245,216,812円
10.2%

保険給付費
1,696,606,781円
71.6%

他保険拠出金
344,856,191円
14.6%

共同事業拠出金
264,019,316円
11.1%

保健事業費
20,610,148円
0.9%

その他
43,037,181円
1.8%

繰越金
45,466,055円
1.9%

一般会計繰入金
131,084,073円
5.5% その他

4,028,549円
0.2%

基金繰入金
50,000,000円
2.1%

（平成23年度歳出の内訳） （平成23年度歳入の内訳）

国

民

健

康

保

険
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保
育
所（
園
）入
所
・
幼
稚
園
入
園

蜷入所資格
町内に住所を有する就学前までの児童で、保護者（父母、父母と別居している場合には児童の面倒をみている
者）いずれもが、次のような事情にあり、保育に欠ける児童。
○家庭外、家庭内労働をしている場合　　○その他（町ＨＰ及び入所案内をご覧ください）
蜷保育料
入所児の扶養義務者（両親）の前年分（24年分）所得税額及び前年度分（24年度分）町民税額により決定しま
す。なお、入所児が第２子の４歳未満児や第３子以降の場合、減免措置があります。
蜷提出書類
　保育所入所申込書（入所児　１人に１枚）　※第２子、第３子も同様に書類が必要です。
　※新入所児は、入所申込受付日に渡しますので、必要事項をご記入押印の上、ご提出ください。
　添付書類は、①住民票（平成24年12月１日以降にまんのう町に転入された方のみ提出）
　　　　　　　②平成24年分の所得税がわかる書類（源泉徴収票又は確定申告書（控）など）
　　　　　　　③保育に欠ける証明書（就労証明書、民生委員による証明書、母子手帳、同居の祖父母の証明など）
　　　　　　　※添付書類の①は受付当日、必ず提出してください。
　　　　　　　※必要書類がそろわないと入所できない場合があります。
蜷入所保育所〔園〕、申込受付日・受付場所
　申請者の希望により選択できますが、入所定数を超える場合は、第２、第３希望の保育所（園）となります。

蜷入園対象児
　３歳児（平成21年４月２日～平成22年４月１日生）…高篠、四条、満濃南、長炭幼稚園のみ（校区外の方も入園可）
　４歳児（平成20年４月２日～平成21年４月１日生）、５歳児（平成19年４月２日～平成20年４月１日生）
　※入園対象児のいる世帯に入園通知を11月中にお送りしますので、入園届に必要事項をご記入の上、12月14日（金）
　　までに幼稚園または教育委員会までご提出ください。
蜷給食費　4,000円／１ヵ月
蜷保育料　5,000円／１ヵ月　（※１）減免措置有。下記対象者が７月分の保育料から減額となります。

平成25年度  保育所（園）入所児募集

平成25年度  幼稚園入園について

【問い合わせ先】教育委員会　幼稚園・保育所担当　蕁（73）0108

午前10時～午後4時

施設名（住所） 定員

減免することのできる世帯 減免額

設置者 保育時間 申込受付日（受付場所） 受付時間

琴南保育所
（造田1981）

仲南東保育所
（帆山744-23）

長炭保育所
（炭所西778）

満濃南保育所
（吉野下1398）

いろは保育園
（四條561-2）

60名

70名

45名

90名

120名

まんのう町

12月10日（月）
（琴南保育所）

12月11日（火）
（仲南東保育所）

12月12日（水）
（長炭保育所）

12月13日（木）
（満濃南保育所）

12月14日（金）
（町役場本庁3階）

社会福祉法人
浄願福祉会

8:00～16:00 （月）～（金）
8:00～12:00 （土）

※希望により7:30～18:00
　まで保育します。
　（土曜日は7:30～12:00）

7:00～19:00 （月）～（金）
7:00～18:00 （土）
※8:30以前、17:30以降の
　保育については園長
　に連絡すること。

（１）第２子以降の幼児が在園し、当該幼児の兄姉が小学校３年生以下の世帯 第２子以降の在園している幼児
について、半額

保育料の全額
（年額20,000円を限度とする）

第３子以降の幼児について半額

（２）当該年度の市町村民税の所得割が非課税となる世帯及び生活保護世帯

（３）第３子以降の幼児が在園する世帯。なお、この規定の適用にあたっては、
　　（１）（２）と重複することはできない。
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中
学
生
海
外
派
遣
報
告

　
豊
か
な
国
際
感
覚
を
養
う
と
と
も
に
、
将

来
へ
の
夢
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
、
中
学
2
年
生
20
名
が
、
英
語

を
公
用
語
と
し
て
い
る
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

学
校
交
流
を
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま

し
た
。

8
月
23
日（
木
）

　
私
は
こ
の
海
外
派
遣
で
日
本
の
生
活
と
外

国
の
生
活
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
建
物
で
す
が
、
一
軒
家
が
な
い
と
い
う
く

ら
い
マ
ン
シ
ョ
ン
と
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
工

事
現
場
が
多
く
、
ま
だ
ま
だ
発
展
し
て
い
る

ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
町
並
み
も
中
華
街
、
ア
ラ
ブ
街
、
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化

が
入
り
混
じ
っ
て
面
白
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
食
べ
物
で
す
が
、
こ
れ
は
日
本
と

全
く
違
い
ま
す
。
見
た
目
は
戸
惑
い
ま
し
た

が
食
べ
て
み
る
と
お
い
し
く
、
熱
帯
地
方
な

の
で
特
に
果
物
に
感
激
し
ま
し
た
。
こ
の
海

外
の
経
験
を
通
し
て
、
な
ん
で
も
や
っ
て
み

る
こ
と
が
経
験
と
な
っ
て
い
く
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
学
校
生
活
や
普
段
の
生
活
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。（

満
濃
中
学
校
　
原
田
　
紗
樹
）

8
月
24
日（
金
）

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
着
い
て
二
日
目
に
、
現

地
の
「
グ
リ
ー
ン
デ
イ
ル
・
セ
カ
ン
ダ
リ

ー
・
ス
ク
ー
ル
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
英
語

で
話
せ
る
か
、
相
手
の
言
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん

と
理
解
で
き
る
か
と
て
も
不
安
で
し
た
。
私

達
の
班
は
日
本
文
化
の
一
つ
と
し
て
「
独

楽
」
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。
英
語
で
説
明
す

る
の
で
練
習
が
大
変
で
し
た
が
、
メ
モ
を
見

ず
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
た
ち
の
前
で
発
表

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
交
流

の
中
で
は
グ
リ
ー
ン
デ
イ
ル
中
学
校
の
生
徒

の
皆
さ
ん
が
民
族
音
楽
を
伝
統
的
な
楽
器
で

演
奏
し
て
く
れ
た
り
、
私
達
が
マ
ル
モ
リ
ダ

ン
ス
を
教
え
て
み
ん
な
で
踊
っ
た
り
と
、
と

て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

学
校
の
こ
と
を
聞
い
た
り
、
料
理
の
話
を
し

た
り
す
る
こ
と
が
英
語
で
自
然
に
で
き
ま
し

た
。
学
校
の
中
で
は
イ
ン
ド
系
の
人
や
中
国

系
の
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
が
一
緒
に
勉
強

し
て
い
て
、
日
本
と
は
違
う
雰
囲
気
に
驚
き

ま
し
た
。

（
琴
南
中
学
校
　
造
田
　
朋
奈
）

8
月
24
日（
金
）〜
8
月
26
日（
日
）

　
２
名
ず
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た

　
こ
の
海
外
派
遣
の
中
で
一
番
心
に
残
っ
た

の
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
最
初
は
自
分
の

気
持
ち
が
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
か
不
安
で
し

た
。
し
か
し
、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が

ら
で
話
し
た
り
、
た
ど
た
ど
し
く
て
も
英
語

の
単
語
を
つ
な
げ
て
話
し
た
り
す
る
と
、
大

き
く
う
な
ず
い
て
く
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
の
写
真
が
撮
り

た
か
っ
た
け
ど
何
と
言
っ
て
い
い
か
分
か
ら

ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
写
真
が
撮
れ
な
い
と
思

っ
て
勇
気
を
出
し
て
英
単
語
を
つ
な
げ
て
言

っ
て
み
る
と
、
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
英
語
の
会
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
一
層
仲
良
く
な
れ
た
気
が
し
ま

し
た
。
英
語
が
通
じ
る
と
い
う
こ
と
よ
り

も
、
言
葉
の
違
う
場
所
で
自
分
の
気
持
ち
を

分
か
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
が
な
に
よ

り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
言
葉
や
文
化
が
違

っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ
る
し

仲
良
く
な
れ
る
。
英
語
が
上
手
か
ど
う
か
よ

り
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
す
る
努
力
の
方

が
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
で
は
大
切
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。

（
満
濃
中
学
校
　
櫻
井
　
美
優
希
）

中
学
生
海
外
派
遣
報
告

〜
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
〜

グリーンデイル中学校の生徒会の人達と

交流中学校の生徒たちによる民族楽器の演奏

独楽を紹介し、交流校の友達と一緒に
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中
学
生
海
外
派
遣
報
告

　
私
が
二
日
間
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
マ

レ
ー
系
の
家
族
の
お
宅
で
し
た
。
マ
レ
ー
系

の
方
の
生
活
に
は
決
ま
り
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
た
と
え
ば
女
の
人
は
家
の
外
で
髪

の
毛
や
肌
を
露
出
し
て
は
い
け
な
い
と
か
、

子
供
の
頭
や
肩
を
触
っ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
な
ど
で
す
。
日
本
で
は
良
い
と
思
っ

た
こ
と
が
、
民
族
が
変
わ
る
と
違
う
意
味
に

な
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
「
言
葉
が
通
じ
な

く
て
も
問
題
な
い
」
と
、
会
う
と
す
ぐ
に
言

っ
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
、
や
さ
し
く
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
、
た

く
さ
ん
話
し
か
け
て
く
れ
一
緒
に
遊
ん
だ
イ

ザ
と
イ
フ
ァ
イ
ン
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
お

互
い
知
ら
な
い
間
柄
だ
っ
た
の
に
温
か
く
接

し
て
く
れ
、
言
葉
が
通
じ
な
い
と
い
う
不
安

を
持
っ
て
い
た
私
自
身
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど

居
心
地
が
良
か
っ
た
で
す
。
英
語
は
し
っ
か

り
勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
け
れ
ど
、
ス
マ

ー
ト
ホ
ン
が
あ
れ
ば
意
外
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
と
れ
ま
す
。
た
だ
、
ツ
ー
ル
に
頼

る
の
で
は
な
く
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
ろ
う
と
し
た
り
、
相
手
の
文
化
を

理
解
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
姿
勢
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

で
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
い
け
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

（
琴
南
中
学
校
　
中
川
　
今
日
子
）

　
僕
が
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
経
験
で
す
。
水
族
館
に
行
き
た
い
と
い

う
こ
と
が
伝
わ
ら
ず
、
釣
り
に
連
れ
て
行
か

れ
た
の
で
す
が
、
１
メ
ー
ト
ル
近
く
も
あ
る

巨
大
ナ
マ
ズ
が
掛
か
り
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
僕
は
海
外
派
遣
に
行
く
前
、
食
べ
物
や

文
化
、
気
候
な
ど
初
め
て
の
経
験
は
と
て
も

不
安
で
し
た
。
実
際
、
火
を
噴
く
ほ
ど
辛
い

マ
レ
ー
シ
ア
料
理
も
あ
り
ま
し
た
が
お
い
し

い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
ま
ず
体
験
は
し

て
み
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
Ｃ
Ｍ
で
有
名
な
マ
リ
ー

ナ
ベ
イ
サ
ン
ズ
は
三
つ
の
ビ
ル
が
並
ん
で
立

っ
て
お
り
、
上
に
舟
が
乗
っ
て
い
る
形
で
す

が
、
僕
は
地
震
が
来
た
ら
ど
う
す
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は

地
震
が
な
い
そ
う
で
す
。
い
つ
か
大
人
に
な

っ
た
ら
も
う
一
度
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
き
た

い
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
を
訪
ね
た

り
、
ま
た
一
緒
に
釣
り
に
行
き
た
い
で
す
。

（
満
濃
中
学
校
　
田
中
　
雄
大
）

8
月
26
日（
日
）

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
す
ぐ
隣
の
マ
レ
ー
シ

ア
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
国
教
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
国
で
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
家
庭

を
訪
問
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
、

自
己
紹
介
を
し
た
後
、
民
族
衣
装
を
着
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
は
じ
め
て
着
た
民
族
衣
装

は
き
れ
い
で
、
と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
後
み
ん
な
で
ビ
ー
玉
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

を
し
ま
し
た
。
や
り
方
や
遊
び
方
を
知
ら
な

い
私
達
に
家
族
の
人
た
ち
は
何
度
も
分
か
る

ま
で
優
し
く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
実
際

そ
の
場
で
一
緒
に
い
る
と
言
葉
も
分
か
っ
て

く
る
も
の
で
、
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
経

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
私
は
日
本
に
帰
国
し

て
す
ぐ
Ｅ
メ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
返
事
は

す
ぐ
に
返
っ
て
き
て
、
こ
れ
か
ら
も
Ｅ
メ
ー

ル
を
通
し
て
も
っ
と
仲
良
く
な
り
外
国
の
人

た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

（
満
濃
中
学
校
　
三
好
　
愛
里
）

8
月
27
日（
月
）　
ま
ん
の
う
町
帰
着

　
僕
は
、
こ
の
海
外
派
遣
を
通
じ
て
、
海
外

の
文
化
に
た
く
さ
ん
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
も
再
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
海
外
派
遣
に
参
加
す

る
後
輩
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
贈
る
な
ら
、
英
語

が
し
ゃ
べ
れ
な
い
か
ら
と
言
っ
て
参
加
し
な

い
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
挑
戦
し
て
み
る

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
僕
は
こ

の
経
験
を
生
か
し
て
、
日
本
に
来
た
外
国
の

人
に
日
本
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
満
濃
中
学
校
　
尾
鼻
　
涼
太
）

ホームステイ先の家族と一緒に

ホームステイ（魚釣り）

ホームビジット（民族衣装を着て）
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お
墓
建
設
・
移
転
諸
注
意
、
口
座
振
込
通
知
書
、
職
業
相
談
、
浄
化
槽
、
一
斉
清
掃

　
公
衆
衛
生
及
び
そ
の
他
公
共
福
祉
の
見

地
、
ま
た
墓
地
の
散
在
化
を
防
ぐ
為
な
ど
か

ら
、
誰
で
も
勝
手
に
墓
地
を
作
っ
た
り
経
営

し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
墓
地
の
経
営
主
体
は
、
原
則
と
し
て
地
方

公
共
団
体
と
し
、
そ
れ
以
外
で
あ
れ
ば
宗
教

法
人
か
公
益
法
人
に
限
り
許
可
す
る
も
の
と

し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
個
人
墓
地
は
、
山

間
へ
き
地
等
で
あ
っ
て
、
近
く
に
公
営
墓

地
・
民
営
墓
地
や
寺
院
墓
地
が
な
く
、
村
落

共
同
墓
地
も
な
い
な
ど
、
既
存
の
墓
地
を
利

用
で
き
な
い
な
ど
特
別
の
場
合
以
外
は
認
め

ら
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ゆ
え
に
、
家
の
庭
や
畑
等
自
己
所
有
の
敷

地
内
で
あ
っ
て
も
勝
手
に
お
墓
を
建
て
る
事

は
墓
地
埋
葬
法
違
反
に
な
り
ま
す
。

　
古
く
か
ら
の
慣
習
で
墓
地
に
な
っ
て
い
る
場

所
を
新
た
に
拡
張
す
る
場
合
で
も
同
じ
で
す
。

・
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条

４
項
…
「
墳
墓
」
と
は
、
死
体
を
埋
葬

し
、
又
は
焼
骨
を
埋
蔵
す
る
施
設
を
い
う
。

５
項
…
「
墓
地
」
と
は
、
墳
墓
を
設
け
る

た
め
に
、
墓
地
と
し
て
市
町
村
長
の
許
可

を
受
け
た
区
域
を
い
う
。
（
た
だ
し
、
許

可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
宗
教

法
人
か
公
益
法
人
に
限
り
ま
す
。
）

・
同
法
４
条
…
埋
葬
又
は
焼
骨
の
埋
蔵
は
、

墓
地
以
外
の
区
域
に
、
こ
れ
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。

・
同
法
10
条
…
墓
地
、
納
骨
堂
又
は
火
葬
場

を
経
営
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
市
町
村
長

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
上
記
第
４
条
に
違
反
し
た
者
は
、
同
法
罰

則
規
定
21
条
に
よ
り
「
１
万
円
以
上
２
万
円

以
下
」
の
罰
金
又
は
勾
留
若
し
く
は
科
料
に

処
す
。
（
罰
金
等
臨
時
措
置
法
に
よ
る
）

　
上
記
第
10
条
に
違
反
し
た
者
は
、
同
法
罰

則
規
定
20
条
に
よ
り
「
１
月
以
上
15
年
以
下

の
懲
役
又
は
２
万
円
以
下
の
罰
金
」
に
処

す
。
（
罰
金
等
臨
時
措
置
法
に
よ
る
）

　
上
記
罰
則
に
加
え
て
原
状
回
復
若
し
く
は

町
営
墓
地
、
村
落
共
同
墓
地
等
へ
の
移
転
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
墓
地
の
設
置
や
移
転
、
焼
骨
の
移
転
を
考

え
て
い
る
方
は
町
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
１

　
本
町
で
は
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、

事
務
の
合
理
化
お
よ
び
効
率
化
に
よ
る
経
費

節
減
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
町
か
ら
口
座
振
込
で
お
支

払
い
を
行
っ
た
場
合
に
「
口
座
振
込
通
知
書

（
圧
着
は
が
き
）
」
を
送
付
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
通
知
書
を
平
成
25
年
１
月
か
ら
廃

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
通
知
書
に
代
え
て
、
皆
様
の
預
金
通
帳
に

は
、
振
込
日
・
担
当
課
名
等
・
金
額
が
印
字

さ
れ
ま
す
の
で
、
預
金
通
帳
の
記
帳
に
よ
り

入
金
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
振
込
内

容
で
ご
不
明
な
点
は
、
預
金
通
帳
に
印
字
さ

れ
ま
す
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
会
計
室
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
３

▼
日
時
　
11
月
22
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場
　
ま
ん
の
う
町
役
場
本
庁
３
階

　
第
１
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀
　

　
蕁
（
2
1
）
８
６
０
９

・
産
業
経
済
課

　
蕁
（
7
3
）
０
１
０
５

　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
毎
年
の

保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
の
３
点
を
行

う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
法
定
検
査
は
、
毎
年
１
回
、
浄
化
槽
が
正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
を
、
指
定
検
査
機
関

（
公
益
社
団
法
人
　
香
川
県
浄
化
槽
協
会
）

で
調
べ
て
も
ら
う
重
要
な
検
査
で
す
。
浄
化

槽
を
設
置
し
て
い
る
す
べ
て
の
方
に
、
同
協

会
か
ら
法
定
検
査
の
受
検
案
内
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
検
査
料
は
、
10
人
槽
ま
で
が
５
、
２
０
０
円

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
公
益
社
団
法
人
　
香
川
県
浄
化
槽
協
会

　
蕁
０
８
７
（
８
８
１
）
６
６
０
０

・
香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
環
境
管
理
室

　
蕁
（
２
４
）
９
９
６
６

　
美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
「
町
内
一
斉
清

掃
」
を
町
全
域
で
実
施
し
ま
す
。
私
た
ち
の

ま
ち
を
私
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
雨
天
決
行
で
す
が
、
警
報
等
が
発

令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
中
止
と
し
、
当
日
６

時
頃
に
行
政
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
１

浄
化
槽
法
定
検
査
の
お
知
ら
せ

出
張
職
業
相
談

町
内
一
斉
清
掃
　
11
月
11
日
（
日
）

口
座
振
込
通
知
書
の
廃
止
と

　
　
通
帳
印
字
方
法
変
更
の
お
知
ら
せ

お
墓
を
建
て
る
・
移
転
す
る

場
合
に
は
ご
注
意
を

自
己
所
有
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、

お
墓
を
建
て
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

!

町営墓地永代使用料

杉の上墓地

杉の上
在住者

杉の上
以外の者

吉野下640番地14

五條墓地

五條15番地4・5

五條
在住者

五條
以外の者

４㎡区画

５㎡区画

４㎡区画

５㎡区画

40万円

45万円

45万円

50万円

30万円

35万円４～５㎡区画

４～５㎡区画

※町内には３か所の町営墓地がありますが、羽間墓地には
　空きがありません。
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文
化
祭
・
公
民
館
ま
つ
り
、
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

まんのう町文化祭・公民館まつり
日　程 文　化　行　事 会　場

【問い合わせ先】まんのう町教育委員会　社会教育課　蕁（73）0108

※文化祭では下記の日程で献血も行っています。ぜひご協力ください。

　・琴南地区文化祭　11月４日（日）　午前９時～午後３時　場所：琴南中学校体育館

　・仲南地区文化祭　11月11日（日）　午前９時～午後３時　場所：仲南公民館

11月 3 日（土）
11月 4 日（日）※

第7回 琴南地区文化祭 ～琴南公民館まつり～

第30回 吉野公民館まつり

第54回 仲南地区文化祭 ～仲南公民館まつり～

第30回 長炭地区文化祭 ～長炭公民館まつり～

第28回 神野公民館まつり

第12回 四条公民館まつり

第30回 高篠公民館まつり

第6回 まんのう町文化祭

11月10日（土）
11月11日（日）※

11月11日（日）

11月11日（日）

11月11日（日）

11月11日（日）

11月25日（日）

琴南公民館、琴南中学校ほか

吉野公民館ほか

仲南公民館ほか

なごみ館ほか

勤労青少年ホームほか

満濃農村環境改善センター

高篠ふれあいセンターほか

仲南公民館、仲南小体育館
仲南武道館、町民文化ホール

11月 4 日（日）

都合により一部変更する場合があります。

　9月18日、高篠小学校の児童たちがエコキャップ約17,000個を香川部落解
放・人権啓発センターの和泉事務局長に手渡ししました。夏休み前に児童会
でエコキャップ運動の取り組みをしようと決めて自主的に集めたものです。
　このエコキャップ運動はゴミとして捨てられているペットボトル飲料のキ
ャップを回収して、その売却益を途上国の子どもたちへのワクチンとして贈
る運動です。ワクチンさえあれば命が助かる子ども達は世界で一日に約
6,000人にも達しているそうです。一人分のワクチンを買うには860個ものキ
ャップが必要ですが、みんなが少しでも集めれば一人でも多くの子どもの命
が救えます。
　児童たちは今回の運動を通して世界の現状を知り、自分たちでできること
や命の尊さ、誰かを思いやる心を学びました。

　このフェスタは、人権をテーマに会館同好会作品をはじめ、町内
幼稚園・小学校・中学校の幼児・児童・生徒の作品を展示します。
平成22年度に長尾会館がリニューアルしたことを契機に開催され、
今年が３回目となります。当日は獅子舞や三味線同好会の演奏、お
いしいピザ作り、親子で楽しめるクラフト作り体験、昔なつかしい
駄菓子屋などもあります。その他、“もちつき”や“あたたかい
汁”の振る舞いもありますのでご家族そろってぜひお越しください。
蜷開催日時　12月9日（日）9:00～14:00　雨天決行　※天候により内容が変更になる場合があります
【問い合わせ先】まんのう町ふれあいじんけんフェスタ実行委員会事務局（まんのう町立長尾会館）蕁（79）2021

和泉事務局長と高篠小学校児童



102012 .11

自
殺
対
策
講
演
会
、
標
語
募
集

　自殺予防講演会が12月4日（火）に満濃農村環境改善センターで開催されます。

　今回の講演会では、地域全体にこころの健康づくりの輪を広め、こころに不調がある方を見

守り支える国の事業の一環として、地域で精神保健に理解を深めたいという趣旨のもと、「広

げようこころの健康・地域の輪」という演題で、講師に香川県立観音寺第一高等学校教諭、岡

田倫代先生にご講演いただきます。

　講演では、実際に心の不調を訴える方に接した時の対応や支援の仕方について、実技指導を

交えてのお話をしていただける予定です。

　昨年度は、メンタルヘルスサポーター育成事業を中讃保健所との協賛で開催し、多数の方の

参加により、4回の研修会の中で、地域の現状と今後の取り組みについて検討を重ねてまいりま

した。その関連事業として今回開催されるものです。

　地域を見守り支えていただいている児童民生委員や地域組織の代表者の方や、こころの問題

に関心のある一般の方にもぜひ、受講をいただきたいと思います。

蜷日時　12月4日（火）午後2時～3時30分

蜷場所　満濃農村環境改善センター　１階　多目的ホール

蜷演題　「広げようこころの健康・地域の輪」

蜷講師　香川県立観音寺第一高等学校　教諭　岡田倫代先生

【問い合わせ先】健康増進課　蕁（73）0126

標語募集：テーマ『地域で支える自殺予防・こころの健康』

自殺対策講演会

開催『広げようこころの健康・地域の輪』

蜷応募方法

はがきまたは応募用紙に住所、氏名、年齢、電話

番号を記入して郵送または専用応募箱に応募くだ

さい。

※応募用紙、専用応募箱は、まんのう町役場本庁１

階ロビー、各支所、出張所、かりん健康センター

にあります。

蜷応募資格

　まんのう町在住者とします。

蜷応募期間

　11月１日～11月30日（郵送は消印有効）

蜷宛先

　〒766-0015　まんのう町長尾501-1

　かりん健康センター

蜷選考

募集作品は、まんのう町健康増進計画を進める会

で選考し、最優秀賞１点、優秀賞３点を決定しま

す。

最優秀賞には、表彰状、記念品（まんのう町商品

券10,000円分）、優秀賞には、表彰状、記念品

（まんのう町商品券5,000円分）を贈呈します。

作品は、未発表のものに限ります。

蜷発表

　「広報まんのう」３月号で結果発表します。

【問い合わせ先】健康増進課　蕁（73）0126

　まんのう町健康増進を進める会では、町民のみなさんが自殺対策について関心と理解を持つと共に、家庭・

地域・職場で大切な命を守っていこうと『地域で支える自殺予防・心の健康』をテーマに標語を募集します。

自殺予防・こころの健康づくり
普及啓発事業デザイン最優秀作品
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パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
、
な
ぎ
な
た
、
消
火
器
処
分

　
８
月
26
日
（
日
）
、
第
52
回
香
川
県
な
ぎ

な
た
選
手
権
大
会
が
高
松
市
県
立
武
道
館
で

開
催
さ
れ
、
以
下
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
演
技
競
技
】

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　
第
２
位

　
　
長
井
咲
樹
（
四
条
小
３
年
）
・

　
　
山
下
玲
奈
（
四
条
小
３
年
）
組

・
小
学
校
高
学
年
の
部

　
第
２
位

　
　
大
岡
瞳
（
四
条
小
５
年
）
・

　
　
白
井
一
花
（
高
篠
小
６
年
）
組

・
中
学
校
の
部

　
第
２
位

　
　
竹
下
知
里
（
満
濃
中
３
年
）
・

　
　
林
田
彩
花
（
満
濃
中
３
年
）
組

・
高
校
の
部

　
第
１
位

　
　
大
岡
光
・
秋
山
弥
生
　
組

　
第
３
位

　
　
川
瀧
真
悠
・
宮
武
朝
香
　
組

　
　
今
井
美
咲
里
・
白
川
加
奈
子
　
組

・
一
般
Ａ

　
第
１
位

　
　
大
岡
響
・
吉
原
涼
子

【
試
合
競
技
】

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　
第
３
位
　
竹
内
希
（
満
濃
南
小
２
年
）

　
　
　
　
　
長
井
咲
樹

・
小
学
校
高
学
年
の
部

　
第
１
位
　
岡
川
瑞
歩
（
高
篠
小
６
年
）

　
第
２
位
　
大
岡
瞳

　
第
３
位
　
太
田
真
鈴
（
四
条
小
６
年
）

・
中
学
校
の
部

　
第
１
位
　
林
田
彩
花

　
第
３
位
　
竹
下
知
里

・
高
校
の
部

　
第
１
位
　
大
岡
光

　
第
２
位
　
秋
山
弥
生

　
第
３
位
　
白
川
加
奈
子

・
一
般
成
年
の
部

　
第
１
位
　
吉
原
涼
子

　
第
２
位
　
大
東
智
美

　
第
３
位
　
大
岡
響

　
毎
年
各
地
で
腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
を
操

作
し
た
こ
と
に
よ
り
、
消
火
器
が
破
裂
し
受

傷
し
た
と
見
ら
れ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
仲
多
度
南
部
危
険
物
安
全
協

会
で
は
、
住
民
の
安
心
安
全
に
寄
与
す
る
た

め
、
消
火
器
の
有
料
共
同
処
分
を
下
記
の
日

程
で
計
画
致
し
ま
し
た
。
ご
自
宅
に
あ
る
古

い
消
火
器
は
、
こ
の
機
会
に
廃
棄
処
分
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日
時
・
場
所

　
11
月
４
日
（
日
）
、
18
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
仲
多
度
南
部
消
防
署
駐
車
場

※
処
分
費
用
は
、
有
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
仲
多
度
南
部
消
防
本
部

　
蕁
（
７
３
）
４
２
１
１

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
現
在
、
香
川
県
と
ま
ん
の
う
町
で
は
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

プ
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
様
の
１
日
の
動

き
を
お
聞
き
し
、
都
市
計
画
、
交
通
対
策
な
ど
を
と
お
し

て
、
快
適
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
調
査

で
す
。

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
と
は
？

　
１
日
の
外
出
行
動
に
つ
い
て
、

「
年
齢
な
ど
の
個
人
属
性
」
「
出

発
地
・
目
的
地
」
「
移
動
時
刻
」

「
目
的
」
「
利
用
手
段
」
な
ど
を

調
査
し
、
人
の
移
動
実
態
を
把
握

す
る
も
の
で
す
。

　
本
調
査
は
、
県
内
全
域
（
島
し

ょ
部
除
く
）
の
世
帯
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
約
13
万
世
帯
の
方
を

対
象
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
対
象

と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
10
月
か
ら

11
月
に
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
回
答
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
結
果
の
活
用
方
法
は
？

　
調
査
結
果
は
、
「
都
市
計
画
」

「
交
通
計
画
」
「
防
災
計
画
」

「
環
境
対
策
」
な
ど
、
様
々
な
分

野
で
活
用
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
快

適
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
貴
重
な
情
報
源
と
な
り
ま

す
。

【問い合わせ先】香川県都市計画課　蕁087（832）3557、まんのう町建設土地改良課　蕁（73）0107

な
ぎ
な
た
大
会
好
成
績
者

老
朽
化
消
火
器
の

　
　
　
　
処
分
に
お
困
り
の
方
へ
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年
金
、
シ
ル
バ
ー
、
食
育
だ
よ
り

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
11
月
を
「
ね
ん
き

ん
月
間
」
と
定
め
、
日
本
年
金
機
構
職
員
に

よ
る
無
料
年
金
相
談
所
を
左
記
の
日
程
に
よ

り
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
19
日
（
月
）
、
20
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
綾
川

　
１
階
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト

※
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
税
の
申
告
時
、
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な
る

の
は
、
本
年
１
月
〜
12
月
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
で
す
。
（
過
去
の
年
度
分
や

追
納
保
険
料
な
ど
も
含
み
ま
す
。
）
こ
の
控

除
を
受
け
る
に
は
、
納
付
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
『
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』
が
本

年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
証

書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
配
偶
者
や
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金
事
務
所

　
蕁
（
６
２
）
１
６
６
０

　
『
生
涯
現
役
』
を
目
指
し
て
、
健
康
の
た

め
身
体
を
動
か
し
、
趣
味
の
同
好
会
で
仲
間

づ
く
り
。
各
種
講
習
会
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所
　
善
通
寺
市
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
（
善
通
寺
市
生
野
町
７
８
３
番
地
１
）

▼
対
象
者

　
昭
和
28
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

▼
そ
の
他

持
参
し
て
い
た
だ
く
物
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
公
・
社
）
仲
善
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
ま
ん
の
う
地
区
セ
ン
タ
ー

　
蕁
（
７
９
）
３
９
１
１

●お肉をのせないシンプルなサラダとしてもいただけます。
●電子レンジで調理するので、水溶性の栄養素が失われにくいです。
●ブロッコリーはビタミンCが豊富で、風邪予防に効果的です。
　また葉酸も多く含んでいるので、妊娠中の女性には特におすすめです。
●茎にも栄養はしっかりあるので、捨てずに食べましょう。

［エネルギー］145kcal  ［タンパク質］6.3g
［脂質］8.6g  ［食物繊維］3.6g  ［食塩］0.5g

『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

　
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

　
が
発
行
さ
れ
ま
す

これ1品で野菜が100g
とれる、温野菜の体に
やさしいメニューです。

ラップ

油

＋ 癰

癬 笆

1口サイズに
切る

みじん切り
後で加える

レンジで2分
加熱する。

さらにブロッコリーを加えて
1分加熱する。

ひき肉を加えて色が変わったら
癰で味付けをする。

笊を皿に盛り癬をかける。
さらに上から笆を乗せて最後に粉チーズをふる。

小房に
切る

ラップ

チーズ

無

料

出
張
年
金
相
談
の
ご
案
内

出
張
年
金
相
談
の
ご
案
内

出
張
年
金
相
談
の
ご
案
内

・ブロッコリーの豆腐あんかけ
・ブロッコリーの茎の豚バラ巻き
・ブロッコリーのグラタン

● ブロッコリー　160g
● カボチャ　120g
● マヨネーズ・酢・油
　各小さじ2
● 白すりごま　大さじ1
● 合いびき肉　60g

● 玉ねぎ　80g
● ピーマン　40g
● 油　小さじ1
● 塩・こしょう・
　シナモン　少々
● 粉チーズ 小さじ2

癬 癰

シ
ル
バ
ー
会
員
の
入
会
説
明
会
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い
き
い
き
健
康
応
援
講
座
　
　
、
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
通
信

　
脳
卒
中
…
『
突
然
邪
風
に
中
（
あ

た
）
る
』
こ
と
か
ら
、
『
中
風
（
ち
ゅ

う
ぶ
う
）
』
と
も
言
い
ま
す
ね
。
脳
卒

中
は
気
温
が
急
に
下
が
る
こ
れ
か
ら
の

時
期
に
発
症
が
増
え
る
の
で
要
注
意
。

A 

『
脳
卒
中
』
は
、
脳
の
血
管
が
破
れ
た
り
詰
ま
っ
た
り

し
て
、
麻
痺
を
起
し
た
り
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
る
病
気
。

そ
の
内
容
は
３
種
類
で
す
。

①
く
も
膜
下
出
血
…
脳
表
面
の
血
管
の
こ
ぶ
（
動
脈
瘤
）

が
破
れ
、
脳
の
表
面
を
覆
う
く
も
膜
の
下
に
出
血
す

る
。
脳
卒
中
の
10
％
強
。

②
脳
出
血
…
脳
の
中
の
細
か
い
血
管
が
切
れ
て
脳
内
に
出

血
を
き
た
す
。
脳
卒
中
の
25
％
。

③
脳
梗
塞
…
脳
内
の
血
管
が
詰
ま
っ
て
そ
の
先
に
血
流
が

流
れ
な
く
な
る
。
脳
卒
中
の
60
％
以
上
。

　
昔
は
高
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
く
、
脳
出
血
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
降
圧
薬
が
た
く
さ
ん
出
て
血
圧
の
管

理
が
よ
く
な
り
脳
出
血
は
減
少
し
ま
し
た
。
逆
に
生
活
習

慣
病
が
増
え
血
管
の
詰
ま
る
脳
梗
塞
が
増
え
て
い
ま
す
。

A 

突
然
麻
痺
が
出
た
り
、
言
葉
が
出
な
い
、
物
が
の
み
込

め
な
い
と
い
っ
た
症
状
が
で
ま
す
。
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
よ
う
な
突
然
の
激
し
い
頭
痛
は
く
も
膜
下
出
血

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
寝
た
き
り
に
な
る
と
『
廃
用
症

候
群
』
と
い
っ
て
筋
肉
が
衰
え
、
さ
ら
に
動
き
が
悪
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

A 

脳
梗
塞
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
動
脈
硬

化
で
血
管
が
細
く
な
り
詰
ま
る
も
の
、
心
房
細
動
と
い
う

不
整
脈
で
血
液
が
よ
ど
み
で
き
る
血
の
固
ま
り
が
脳
に
飛

ん
で
突
然
詰
ま
る
も
の
、
な
ど
。
個
々
の
持
っ
て
い
る
病

気
で
な
り
や
す
い
脳
梗
塞
の
タ
イ
プ
は
異
な
り
ま
す
。
自

分
の
病
気
を
知
り
、
よ
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
き
ち
ん
と
し

た
内
服
の
継
続
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

A 
脳
卒
中
は
す
ぐ
に
受
診
し
な
い
と
、
症
状
が
進
行
し
た

り
、
再
発
作
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
治
療
や
リ
ハ

ビ
リ
で
回
復
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
受
診
が
遅
れ
る

と
回
復
が
難
し
く
な
り
、
悪
い
ま
ま
症
状
が
固
定
し
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
超
早
期
の
脳
梗
塞
に
対
し
て
は
、
再
灌

流
療
法
（
点
滴
で
血
栓
を
溶
か
す
方
法
）
も
あ
り
ま
す
。

（
た
だ
適
応
に
は
年
齢
や
状
態
、
発
症
時
間
な
ど
細
か
な

制
限
が
あ
り
、
行
え
る
人
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
）

A 

一
過
性
脳
虚
血
発
作
と
言
っ
て
、
脳
梗
塞
の
前
駆
症
状

が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
突
然
片
方
の
手
足
・
顔
面
の
し
び
れ
や
動
か
し
に
く
さ

が
出
た
（
『
片
方
』
が
ポ
イ
ン
ト
）
。

・
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
。
食
べ
も
の
が
口
の
片
側
か
ら
こ

ぼ
れ
る
。

・
力
は
あ
る
が
立
ち
上
が
れ
な
い
。
ま
っ
す
ぐ
歩
け
な

い
。

・
片
目
が
急
に
見
え
に
く
く
な
る
。
突
然
も
の
が
２
重
に

見
え
る
。

　
一
時
的
で
も
突
然
こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
場
合
は
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

内
科
診
療
所
医
師
　
竹
内
　
桂
子

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

☆
最
新
の
マ
シ
ン
を
導
入
♪
　
高
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
効
果
を
発
揮
し
ま
す
♪

☆
体
組
成
測
定
を
取
入
れ
、
身
体
変
化
の
確

認
が
出
来
ま
す
♪

☆
ス
タ
ッ
フ
が
女
性
な
の
で
女
性
の
方
も
安

心
で
す
♪

■
料
金
プ
ラ
ン

・
一
般
会
員
（
月
額
１
０
０
０
円
）

・
回
　

数
　

券
（
１
回
　
２
０
０
円
）

■
実
施
場
所

・
満
濃
会
場
　
満
濃
農
改
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

・
仲
南
会
場
　
仲
南
支
所
２
Ｆ

■
設
置
器
具

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、

　
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど

■
利
用
時
間

・
満
濃
会
場
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
　
　
　
（
日
曜
日
は
、
午
後
５
時
ま
で
）

　
定
休
日
　
火
曜
・
土
曜
・
祝
日

・
仲
南
会
場
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
定
休
日
　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

※
初
め
て
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
室
内
シ
ュ

ー
ズ
、
タ
オ
ル
等
を
持
っ
て
、
満
濃
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
増
進
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
２
６

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
を
支
え
る

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
伊
加
　
恭
子

①
ス
タ
ッ
フ
歴

　
昨
年
３
月
か
ら
満
濃
会
場
で
指
導
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
得
意
種
目

　
リ
ズ
ム
体
操
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

③
指
導
の
ポ
リ
シ
ー

　
お
客
様
が
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
な
が

ら
、
心
身
共
に
健
康
に
な
れ
る
よ
う
に
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

④
指
導
日

　
木
曜
日
（
夜
間
）

⑤
み
な
さ
ん
に
一
言

　
会
場
で
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
等
の

他
に
も
、
色
々
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
楽

し
く
体
を
動
か
す
こ
と
も
出
来
ま
す
。
運

動
の
苦
手
な
方
も
、
楽
し
く
汗
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
先
ず
は
、
体
験
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
♪

●
脳
卒
中
っ
て
何
？

Q●
脳
卒
中
の
症
状
は
？

Q

●
す
ぐ
受
診
が
よ
い
わ
け

Q ●
60
％
を
占
め
る
脳
梗
塞
の
原
因
は
何
？

Q●
脳
卒
中
の
前
駆
症
状
っ
て
あ
る
の
？

Q

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ご
紹
介 

潺

出
張
年
金
相
談
の
ご
案
内
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ふ
る
さ
と
探
訪
　
　
、
日
本
発
見
・
再
発
見

80

第8回

　
讃
岐
山
脈
の
真
ん
中
に
「
島
ケ
峰
」
と

い
う
、
不
似
合
い
な
名
前
の
山
が
あ
る
。

国
道
四
三
八
号
線
を
南
へ
、
三
頭
ト
ン
ネ

ル
の
手
前
八
鷹
神
社
の
前
を
左
に
折
れ
、

町
道
葛
篭
野
線
を
し
ば
ら
く
登
る
と
、
小

さ
な
集
落
に
出
る
。
平
家
の
落
人
伝
説
も

あ
る
葛
篭
野
集
落
で
あ
る
。

　
更
に
登
る
と
や
が
て
視
界
が
開
け
て
、

讃
岐
平
野
や
瀬
戸
内
の
島
々
、
振
り
返
れ

ば
四
国
山
脈
が
一
望
で
き
る
尾
根
に
出

る
。
海
抜
九
百
メ
ー
ト
ル
程
の
島
ケ
峰
で

あ
る
。
南
に
面
し
た
斜
面
は
な
だ
ら
か

で
、
昭
和
の
初
め
頃
に
は
ス
キ
ー
場
と
し

て
開
発
さ
れ
、
下
福
家
ス
キ
ー
場
と
共
に

多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
賑
わ
っ
た
と
い

う
。
　
時
が
移
り
、
ス
ス
キ
の
繁
る
草
原
と
な

っ
て
い
た
一
帯
を
、
昭
和
四
十
年
代
に
な

っ
て
牧
場
と
し
て
開
発
し
牛
を
放
牧
し
て

い
た
。
そ
の
後
、
高
冷
地
野
菜
の
圃
場
と

し
て
整
備
し
、
夏
キ
ャ
ベ
ツ
の
一
大
産
地

と
し
て
、
多
く
の
人
々
が
生
き
生
き
と
働

い
た
が
、
過
疎
と
高
齢
化
に
は
勝
て
ず
、

今
は
僅
か
に
蕎
麦
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
の

み
で
あ
る
。

　
実
は
こ
の
地
は
、
国
道
四
三
八
号
の
通

る
川
沿
い
の
難
所
に
道
が
整
備
さ
れ
る
ま

で
、
阿
波
と
讃
岐
を
結
ぶ
重
要
な
街
道

で
、
多
く
の
旅
人
が
往
来
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
山
道
が
旅
人
を
い
か
に
苦
し

め
た
か
を
物
語
る
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。

　
寒
い
冬
の
あ
る
日
、
反
物
を
商
い
と
す

る
行
商
人
が
こ
の
峠
に
さ
し
か
か
る
。

人
々
が
飢
饉
に
苦
し
ん
で
い
た
時
期
で
、

商
品
は
売
れ
ず
泊
ま
る
家
も
無
く
、
お
腹

を
空
か
せ
て
吹
雪
の
中
に
倒
れ
込
ん
で
し

ま
う
。
助
け
る
通
行
人
も
な
く
、
や
が
て

そ
の
ま
ま
息
絶
え
た
。

　
商
品
の
反
物
は
、
強
い
風
に
吹
き
飛
ば

さ
れ
て
、
降
り
積
も
っ
た
雪
の
上
に
散
乱

し
て
辺
り
一
面
に
散
ら
ば
り
、
遠
く
か
ら

は
ま
る
で
縞
模
様
を
描
い
た
よ
う
に
見
え

た
と
い
う
。
以
来
こ
の
峰
を
誰
言
う
と
な

く
縞
の
峰
、
島
ケ
峰
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
と
伝
わ
る
。

　
杉
の
大
木
の
根
元
に
、
不
慮
の
死
を
遂

げ
た
行
商
人
の
霊
を
祀
る
自
然
石
の
小
さ

な
お
墓
（
天
明
八
年
）
が
、
苦
難
を
偲
ば

せ
る
よ
う
に
今
も
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
。

（
文
責
　
川
東
　
宮
本
　
光
芳
）

「
島
ケ
峰
」
の
こ
と

「
島
ケ
峰
」
の
こ
と

　
今
回
は
、
米
国
出
身
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

バ
ー
ン
ズ
さ
ん
が
念
仏
と
坐
禅
を
体
験
し

ま
し
た
。

日
本
文
化
に
は

心
の
鍛
錬
の
精
神
が
あ
る

　
今
回
は
、
西
念
寺
で
お
寺
体
験
を
し
ま

し
た
。
心
の
波
動
を
静
め
る
訓
練
の
念
仏

と
坐
禅
の
体
験
、
そ
れ
に
関
す
る
仏
教
思

想
の
お
話
を
聞
い
て
、
日
常
生
活
に
応
用

で
き
る
も
の
を
学
べ
た
と
思
い
ま
す
。

　
心
の
乱
れ
を
収
め
て
、
日
頃
の
ミ
ス
を

減
ら
す
こ
と
や
、
適
切
な
判
断
を
す
る
こ

と
は
大
事
で
す
。
私
は
、
日
本
に
来
て
か

ら
空
手
を
始
め
、
毎
日
黙
想
を
行
っ
て
い

ま
す
。
空
手
に
お
け
る
黙
想
も
心
を
静
め

る
精
神
統
一
の
目
的
で
行
う
も
の
だ
と
聞

き
ま
し
た
。
実
際
に
黙
想
を
し
て
い
る

と
、
心
が
落
ち
着
き
、
集
中
力
が
高
ま
る

の
を
感
じ
ま
す
。
今
回
の
念
仏
や
坐
禅
の

体
験
を
通
じ
、
心
の
乱
れ
を
な
く
し
、
安

定
さ
せ
る
こ
と
は
、
武
道
以
外
で
も
重
要

な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

自
分
の
心
を
制
御
す
る

今
回
指
導
し
て
く
れ
た
浄

土
宗
西
念
寺
の
住
職
滝
口

信
行
さ
ん
。

　
今
回
、
木
魚
を
叩
き
な

が
ら
の
念
仏
と
、
坐
禅
を

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
仏

教
に
お
い
て
心
を
静
め
、
無
の
境
地
に
至

る
た
め
の
訓
練
で
す
。

　
仏
教
で
は
心
の
波
動
が
乱
れ
る
と
、
些

細
な
こ
と
が
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し

や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
寝
坊
し
た
朝
は
急
い
で
い
て
心
が

落
ち
着
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
と

き
に
は
危
険
を
見
落
と
し
て
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
り
、
い
つ
も
は
し
な
い
よ

う
な
ミ
ス
を
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
す
る
と
さ
ら
に
波
動
は
乱
れ
て
し
ま

い
、
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
不
測
の
事
態
に
い
つ
ま
で
も
心
を
乱
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
心
を
落
ち
着
け
る
こ

と
が
念
仏
と
坐
禅
の
目
的
で
す
。
こ
れ
は

宗
教
に
関
係
な
く
、
人
が
穏
や
か
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
心
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

日本文化で学ぶ
精神統一心を落ち着ける木魚の音
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人
権
コ
ラ
ム
　
　
／ 

長
尾
会
館
だ
よ
り
　
　
／ 

人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

69
新あなたと人権シリーズ（2）

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談

　
11
月
23
日
は
勤
労
感
謝
の
日
、
今
回

は
働
く
人
の
人
権
を
考
え
ま
す
。

　
職
場
で
の
い
じ
め
や
解
雇
な
ど
で
困

っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
職
場
の

ト
ラ
ブ
ル
は
労
使
間
で
解
決
す
べ
き
で

す
が
、
で
き
る
限
り
早
く
円
満
に
解
決

す
る
た
め
に
「
個
別
労
働
紛
争
解
決

法
」
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
法
に

基
づ
き
、
香
川
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
内
に
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
「
労

働
局
長
に
よ
る
助
言
・
指
導
」
、
「
紛

争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
」
の

制
度
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
で

す
。

　
解
決
さ
れ
た
事
例
と
し
て
「
退
職
金

問
題
」
「
派
遣
打
ち
切
り
問
題
」
「
嫌

が
ら
せ
問
題
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
相

談
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
女
性
相
談

員
も
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
制
度
を
利

用
し
た
こ
と
を
理
由
に
し
て
労
働
者
を

解
雇
す
る
な
ど
不
利
益
を
与
え
る
こ
と

は
同
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
香
川
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
蕁
０
８
７
（
８
１
１
）
８
９
１
６

（
香
川
人
権
研
究
所
）

開催日時

11月6日（火）・22日（木）
9:30～13:00

場　　所

まんのう町立長尾会館生活改善室
（まんのう町長尾1582番地）

内　　容

講師指導のもと「ベーグル」と
「クリームシチュー」を作ります。

参　加　費

1,000円（当日集金します）
※昼食代・材料費・受講料込み。
　当日は、ハンドタオル・エプ
　ロンをご持参ください。

申し込み

1回の定員は先着8名です。 11
月1日（木）～11月5日（月）まで
に長尾会館まで電話又はFAX
にてお申し込みください。
蕁79-2021　FAX56-9068

「
島
ケ
峰
」
の
こ
と

 

こ
の
本
の
題
名
に
、
ぼ
く
は
自
分
の

目
を
疑
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ぼ

く
に
と
っ
て
大
人
に
な
る
ま
で
生
き

る
こ
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
で
も
、
読
ん
で
い
く

う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
こ
の
「
夢
」
の

意
味
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
世
界
で
は
、
多
く
の
人
々
が
貧
し

い
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

ぼ
く
た
ち
く
ら
い
の
年
令
の
子
ど
も

や
、
も
っ
と
幼
い
子
ど
も
た
ち
も
い

ま
す
。
ご
み
の
山
へ
行
っ
て
鉄
く
ず

を
拾
っ
た
り
、
少
し
で
も
売
れ
そ
う

な
物
を
探
し
た
り
し
な
が
ら
、
何
と

か
一
日
の
生
活
を
つ
な
い
で
い
る
の

で
す
。
病
気
で
も
医
者
に
診
て
も
ら

え
な
い
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
が
二
十

才
に
も
な
ら
ず
に
死
ん
で
し
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
「
将
来
の

夢
」
を
聞
く
と
「
警
察
官
」
「
ケ
ー

キ
屋
さ
ん
」
「
ア
イ
ド
ル
」
な
ど
と

答
え
る
で
し
ょ
う
。
ぼ
く
は
、
「
こ

の
よ
う
な
夢
を
も
て
る
こ
と
は
幸
せ

だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ぼ
く
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
生

活
を
夢
見
て
、
今
を
生
き
ぬ
い
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
胸
が
い
た
く
な
り
ま
し
た
。

　
世
界
の
人
口
は
、
約
七
十
億
人
で

す
。
そ
の
う
ち
の
八
十
％
に
あ
た
る

五
十
六
億
人
が
十
分
な
食
料
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
生
活
し
て
い

る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

こ
れ
か
ら
は
「
当
た
り
前
の
生
活
が

送
れ
る
」
と
い
う
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
貧
し
さ
か
ら
親
に
捨
て

ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
親

は
「
子
ど
も
だ
け
で
も
生
き
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
で
町
へ
連
れ
て
行

き
ま
す
。
「
残
飯
で
も
い
い
か
ら
、

と
に
か
く
何
か
食
べ
て
生
き
て
ほ
し

い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど

貧
し
い
国
が
こ
の
地
球
上
に
あ
る
こ

と
が
、
ぼ
く
に
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
母
親
と
マ
ン
ホ

ー
ル
暮
ら
し
を
し
て
い
た
子
が
い
ま

し
た
。
そ
の
子
は
、
日
本
の
保
護
施

設
に
預
け
ら
れ
、
食
べ
る
物
に
困
ら

な
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
半
年
も
た
た
な
い
う
ち

に
、
母
親
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
た
そ
う

で
す
。

　
ど
ん
な
に
貧
し
く
て
も
、
家
族
と

一
緒
に
い
る
こ
と
が
一
番
幸
せ
な
こ

と
だ
と
、
こ
の
子
は
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
も
ち
、

家
族
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
界

に
、
こ
れ
か
ら
の
ぼ
く
た
ち
が
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

琴
南
小
学
校
　
六
年

黒
川
　
琉
南
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満濃池森林公園
剪定教室（常緑樹モチノキ）と
剪定道具（ハサミ）手入れ教室
（無料）
［日時］11月18日（日）午前9時～

正午（受付午前8時30分～）［場

所］香川県満濃池森林公園森林学習

展示館［定員］25名（定員になり次

第締切［申し込み期間］11月12日

（月）まで

▼申し込み先・問い合わせ先

満濃池森林公園

蕁0877-78-3364

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第6回木の実アート展（無料）
［日時］11月23日（金・祝）～12月

2日（日）午前10時～午後3時［場

所］坂出市番の州公園管理事務所

（旧番の州プール西隣）［内容］ど

んぐりや松実等による小物作品約200

点の展示。幼児から大人まで楽しめ

る作品がいっぱい！25日（日）、2

日（日）各日狢午前10時30分～　狠

午後1時30分～「作り方教室（無

料）」もあり。各回定員10人（※小

学3年生以上）、申し込みは、郵

便、FAXまたはＥメールの何れか

で、11月1日（木）より受付開始。

定員になり次第締切。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第4回園芸講習会
「クリスマス寄植え実習」
［日時］12月9日（日）狢午前9時30

分～正午　狠午後1時30分～4時［場

所］坂出市番の州公園管理事務所

（旧番の州プール西隣）［参加費］

材料費実費3,500円［講師］NPOか

みは理事長川西玉夫氏［定員］狢、

狠それぞれ15名［内容］クリスマス

用の草花による寄植えのほか、園芸

相談会もあり。［申し込み方法］郵

送、FAXまたはＥメール。※電話

は不可。住所・氏名・年齢・性別・

電話番号・狢狠いずれかの希望・質

問事項を明記の上、下記宛へ［申し

込み期間］11月23日（金）～12月3

日（月）

▼問い合わせ先

〒762-0063　坂出市番の州公園5番地

坂出緩衝緑地　管理事務所

蕁0877-45-6820

FAX0877-43-5213

E-mail:kansyouryokuti@rhythm.ocn.ne.jp

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

関節リウマチ講演会（無料）
［日時］11月24日（土）午後2時～

午後4時［場所］丸亀市保健福祉セ

ンター（ひまわりセンター）4階研

修会議室1・2［演題］リウマチと健

康習慣［講師］真鍋　等先生（高松

平和病院副院長）［その他］講演会

終了後、療養相談があります。

▼問い合わせ先

RAほのぼの会　牛田

蕁0877-62-9398　※FAX兼用

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

統合失調症の家族教室
［日時］第1回：11月29日（木）、

第2回：12月3日（月）それぞれ午後

2時～4時［場所］香川県中讃保健福

祉事務所3階研修室［対象者］統合

失調症で療養されている方の家族と

当事者30名程度（原則、療養されて

いる方の年齢が概ね40歳代までの家

族当事者の参加は1回目のみ可能）

［申し込み方法］FAXまたは電話

で11月22日（木）までに

▼申し込み先・問い合わせ先

香川県中讃保健福祉事務所

保険対策第二課

〒763-0082

丸亀市土器町東八丁目528番地

蕁0877-24-9963

FAX0877-24-8341

平成24年度陸上自衛隊高等工
科学校生徒採用試験
［応募資格］中卒（見込み含む）17

歳未満の男子［受付期間］11月1日

（木）～平成25年1月7日（月）

［1次試験］平成25年1月19日（土）

▼問い合わせ先

善通寺地域事務所善通寺市南町3丁目1-1

蕁0877-63-2363

募　　　集

金丸　瑛音

堀川　　毬

近藤邦皇海

樋口　　明

馬場　美怜

本田　優心

奥野　修士

　木　虹瑚

立井　陽大

橋田智央莉

福家　義信

長尾キヨノ

橋田　　厚

原　　竹夫

　尾ハルミ

松葉加代子

眞鍋ヒデ子

宮下ハナ子

木曽　富子

大浦　忠義

　山チヱ子

大石冨美子

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

敬
称
略 

／ 

9
月
届
け
出
分

えい と

み れい

しゅうじ

めぐる

あかり

ほ　ず　み

かなまる

ば　ば

ゆうしん

に　こ

ようだい

ほりかわ

こんどう

ち　お　り

ひ ぐち

ほん だ

おく の

たか ぎ

たつ い

はし だ

まつ ば

はし

はら

だ

なが お

たか お

ま なべ

たけ お

とみ こ

あつし

か　よ　こ

ふ　み　こ

こ

こ

ふ　け

みやした

こかたやま

おおいし

き　そ

ただよしおおうら

よしのぶ

生年月日 保護者名 地　区氏　名

哲陽

洸輔

隼人

信二

昭二

知昭

隼士

大介

公一郎

智和

羽　間

追　上

長　尾

炭所東

七　箇

岸　上

四　條

七　箇

東高篠

七　箇

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

16

31

6

6

10

10

14

14

20

24

敬
称
略 

／ 

9
月
届
け
出
分

死亡月日 年齢 地　区氏　名

86

80

75

89

84

80

77

88

93

73

85

90

吉　野

炭所東

七　箇

吉野下

川　東

勝　浦

中　通

山　脇

川　東

炭所東

七　箇

新　目

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

31

4

6

8

12

12

20

23

26

28

29

30

雹

満濃池空海こんぴらしあわせ
ツーデーウォーク

［コース］3コース（10～35㎞）
［参加資格］健康な状態で参加でき、
　ウォーキングマナーを守れる方
　（小学生以下は保護者同伴）
［参加費］
　おとな（高校生以上）2,000円
　こども（小中学生以上）1,500円
　※入園料含む

第2回
12

8 土 9 日

［申し込み方法］
　11月22日（木）までに郵便振替に
　よる事前申込み

▼申し込み先・問い合わせ先
　まんのう公園管理センター内
　ツーデーウォーク大会事務局
〒766-0023　まんのう町吉野4243-12
蕁0877-79-1700　FAX0877-79-1705

国営讃岐まんのう公園竜頭の丘 集合　午前8時30分スタート（午後4時終了）
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　年末調整関係書類を事前にお送り

しますので、ご来場の際には必ずお

持ちください。

①［日時］11月19日（月）午後2時

～4時［会場］丸亀市民会館大ホー

ル　②［日時］11月20日（火）午後

2時～4時［会場］丸亀市綾歌総合文

化会館アイレックス大ホール　③

［日時］11月21日（水）午後2時～4

時［会場］善通寺市民会館ホール

▼問い合わせ先

〒763-0034　丸亀市大手町2-1-23

丸亀税務署法人課税第１部門

蕁0877-23-2221

　黄色のカードは平成25年5月31日

をもって使用できなくなります。お

早めにご利用ください。満点になっ

た黄色のカードから順次、新カード

（ピンクのカード）に切り替えま

す。なお、端数の場合でもお客様か

らのご希望によって新カードに移す

こともできます。

▼問い合わせ先

まんのうかりんカード事務局

まんのう町商工会

蕁0877-73-3711

　香川県最低賃金が平成24年10月5

日から改定されました。

▼問い合わせ先

香川労働局賃金室

蕁087-811-8919

「秋のあそびの日
　　かりんの森夢広場」
（参加費無料）
　秋の日の午後、満濃池の畔でのん

びりと楽しみませんか。色々な体験

やクラフト、あそびがいっぱいで

す。お友達やご家族で、楽しいをい

っぱい創りましょう。

［日時］11月10日（土）午後1時～

午後3時30分［会場］かりん会館

（まんのう町神野168-7）およびそ

の周辺［内容］自然と遊ぼう・創っ

て遊ぼう・飛ばして遊ぼう［申し込

み先］まんのう町教育委員会社会教

育課（蕁0877-73-0108）及びまんの

う町レクリエーション協会（蕁

0877-79-3319）［主催］まんのう町

レクリエーション協会、まんのう町

子ども会育成連絡協議会［後援］ま

んのう町教育委員会、まんのう町ジ

ュニアリーダークラブ

▼問い合わせ先

まんのう町レクリエーション協会

代表：小山雅史

蕁0877-79-3319　※FAX兼用

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

香川県立聾学校
「授業体験日」
「保護者講演会・相談会」
［日時］11月10日（土）午前9時～

午後1時［対象］聴覚に障害のある

幼児児童生徒及び保護者、教職員等

▼申し込み先・問い合わせ先

香川県立聾学校

蕁087-865-4492　教頭　武田

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第16回「いいお産の日」
（無料）
いいお産・楽しい子育て

～あなたのそばに助産師がいます～

［日時］11月11日（日）午前10時30

分～午後3時（受付午前10時～午後2

時30分※申し込み不要）［場所］善

通寺市子ども・家庭支援センター

［内容］助産師の活動紹介、マタニ

ティ・ヨーガ、ベビーマッサージ、

沐浴体験・妊婦体験、赤ちゃんの体

重測定、育児相談・歯科医師相談、

骨盤ケア、母乳育児相談、赤ちゃん

のお世話

▼問い合わせ先

いいお産の日実行委員会事務局

しのはら助産院　蕁0877-98-4560

（平日午前10時～午後６時）

▼当日の問い合わせ先

蕁090-4331-7130

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

無料税務相談
［日時］11月13日（火）午前10時～

午後4時　※要予約［場所］四国税

理士会丸亀支部（丸亀商工会議所会

館1階）

▼問い合わせ先

四国税理士会丸亀支部会員税理士

蕁0877-22-0041

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

まんのうかりんカードが
変わります

必ずチェック最低賃金！
使用者も労働者も

催　　し　　物

「年末調整」説明会を開催します

時間額　674円

雹

平成26年1月から、記帳・帳簿等の
保存制度の対象者が拡大されます

　平成26年１月から事業所得や不動産所得、山林所

得を生ずべき業務を行うすべての方（所得税の申告

の必要のない方を含みます。）に記帳と帳簿書類の

保存が必要となります。

【問い合わせ先】
　国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp　又は

　丸亀税務署個人課税部門　蕁0877-23-2224（直通）
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ー
ス

神社周辺を歩く綾子踊保存会の皆さん先生とプラスチック板のキーホルダーを作製する児童ら

　
９
月
１
日
、
高
篠
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
防
災
教
室
（
ま
ん
の
う
町
社
会
福

祉
協
議
会
高
篠
支
部
主
催
）
が
行
わ

れ
、
支
部
役
員
、
自
治
会
、
消
防
団
員

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
か
が
わ
自
主
ぼ
う
連
絡

協
議
会
会
長
、
丸
亀
市
川
西
地
区
自
主

防
災
会
の
代
表
者
で
あ
る
岩
崎
正
朔
氏

を
招
き
、
東
日
本
大
震
災
時
の
映
像
な

ど
を
交
え
な
が
ら
、
地
域
の
防
災
活
動

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
ほ
か
、
町
役

場
防
災
担
当
よ
り
自
主
防
災
組
織
を
中

心
に
町
の
防
災
対
策
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ん
の
う
町
敬
老
会
が
、
9
月
9
日

の
高
篠
、
四
條
地
区
を
皮
切
り
に
各
地

区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
敬
老
会
の
対
象
者
と
な
る
75

歳
以
上
の
高
齢
者
は
3
8
1
4
人
（
9

月
1
日
時
）
を
数
え
、
町
内
人
口
の
約

２
割
を
占
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ

や
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
な
ど
多
様
な
催
し

物
が
披
露
さ
れ
、
お
年
寄
り
た
ち
は
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

　
9
月
2
日
、
仲
南
佐
文
地
区
の
加
茂

神
社
で
綾
子
踊
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
綾
子
踊
は
口
上
（
地
唄
）
に
合
わ
せ

な
が
ら
、
男
性
の
み
が
踊
り
、
児
童
ら

は
女
装
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
の
雨
乞

い
踊
り
で
す
。

　
踊
り
は
、
薙
刀
持
と
棒
持
が
四
方
を

祓
い
口
上
を
行
い
、
さ
ら
に
芸
司
に
よ

る
口
上
の
後
始
ま
り
ま
し
た
。
12
曲
の

歌
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
太
鼓
・
笛
・
鉦

な
ど
を
囃
子
に
し
て
展
開
し
、
参
加
者

は
そ
の
優
雅
な
踊
り
に
目
を
奪
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
9
月
23
日
、
仲
南
公
民
館
で
小
学
生

英
会
話
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
（
ま
ん
の
う
町

国
際
交
流
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

町
内
の
小
学
生
児
童
30
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

の
勉
強
よ
り
始
ま
り
、
色
の
単
語
を
覚

え
な
が
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
の
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
を
作
っ
た
り
、
食
材
の
名
前
を

勉
強
し
な
が
ら
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
を
作

っ
た
り
し
た
ほ
か
、
公
民
館
周
辺
を
散

策
し
な
が
ら
英
単
語
を
学
ん
だ
り
、
英

語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
し
て

い
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　　
　

Ev
en
t 
S
ch
ed

ule
 in November

講演をする岩崎正朔氏吉野地区敬老会「クウレイラニまんのう」によるフラダンス

綾子踊小学生英会話デイキャンプ

高篠地区防災教室まんのう町敬老会
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行
事
予
定 

／ 

休
日
当
番
医
　
　
／ 

町
内
の
110
番
119
番
　  

／ 

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

（19:00～翌朝8:00）

　　　
　

Ev
en
t 
S
ch
ed

ule
 in November

11

16日金

1日木

8日木

8日木

15日木

16日金

5日月

8日木

15日木

22日木

29日木

1日木

3日土

4日日

23日金

25日日

18日日

11日日

岩闢医院

山本ヒフ泌尿器科医院

岩佐病院

小国医院

岩佐病院

おおにし病院

大浦内科消化器科医院

永生病院

75-5161

75-3112

73-3535

75-2317

73-3535

75-5101

75-1600

73-3300

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

1月からの累計9月中区　　分

※かっこ内の数字は昨年同期の件数

神野公民館
グラウンド
（参加：69人）

【優　勝】
　山地　利正（羽　間）
【準優勝】
　栗田　正信（四　條）
【第3位】
　白川　峰代（四　條）

29
9

日

月

土

22日木

15日木

22日木

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

［要予約／
　まんのう町商工会蕁73-3711］

［高中性脂肪予防／
　要予約／健康増進課蕁73-0126］

14日水

28日水

（日・祝のみ）10日土

13:00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

9:30～11:30

13:30～16:30

9:00～12:00

10:00～15:00

13:00～16:00

9:00～12:00

9:30～12:30

13:00～14:30

13:00～14:30

8:30～11:00

13:00～15:30

10:00～11:00

まんのう町商工会館

満濃農改センター

琴南総合センター

仲南支所

琴南農改センター

仲南支所

役場本庁

琴南農改センター

琴平ゆうあいの家

仲南支所

仲南支所

役場本庁

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

満濃農改センター

351（339）

118（122）

1（ 5）

15（ 8）

744（822）

31（ 41）

12（ 14）

0（ 0）

　0（ 1）

69（ 82）

（件）

（件）

（件）

（件）

（件）

20日火

6日火

6日火

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

14日水

　　
　

Ev
en
t 
S
ch
ed

ule
 in November
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11月号の主な内容

●
発
行
／
〒
766-0022

　
　
　
　
香
川
県
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
吉
野
下
430番

地
　
　
　
　
ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課
　
☎
0877（

73）0106
●
平
成
24年

11月
1日
発
行

「
お
い
し
い
ね

　
は
た
け
の
め
ぐ
み

　
　
　
　
　
や
さ
い
た
ち
」

「
お
い
し
い
な

　
え
い
よ
う
た
っ
ぷ
り

　
　
　
パ
ワ
フ
ル
や
さ
い
」

四
条
小
学
校
　
2
年
　
笠
井
　
美
咲

満
濃
南
小
学
校
　
2
年
　
山
下
　
敦
輝

仲南小学校 6年

山田 斉

※所属名と学年は、応募時のもの

※この広報誌は、環境にやさしい「植物性インキ」
　を使用し印刷しています。

「食べ物のなる木」

仲南小学校 3年

近藤 舞雪

「成長」

　
学
校
か
ら
出
発
し
た
キ
ャ
ン
プ
。
歩
い
て
い

る
と
、
だ
ん
だ
ん
坂
道
ば
か
り
で
、
え
ら
か
っ

た
で
す
。
で
も
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
行
く
と
、
え

ら
か
っ
た
の
が
吹
っ
飛
び
、
う
き
う
き
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
食
事
を
作
り
ま
し
た
。
私
は
、
カ
レ

ー
を
作
る
係
で
す
。
ま
ず
野
菜
を
洗
っ
て
、
皮

を
む
い
て
切
り
ま
し
た
。
皮
を
む
く
の
は
簡
単

で
し
た
。
で
も
、
切
り
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
先
生
に
聞
き
ま
し
た
。
最
初
は
切
る
の

が
む
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
な
れ

る
と
簡
単
に
な
っ
て
う
ま
く
切
れ
ま
し
た
。
カ

レ
ー
を
煮
る
の
は
、
あ
ま
り
手
伝
え
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
調
理
台
の
片
づ
け
は
、
美
化
係
と
し

て
よ
く
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
ス
タ
ン
ツ
で

「
み
か
ん
太
郎
」
と
い
う
げ
き
を
し
ま
し
た
。

み
ん
な
が
す
ご
く
笑
っ
て
く
れ
て
「
ア
ン
コ
ー

ル
、
ア
ン
コ
ー
ル
。
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た

の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
夜
は
、
テ
ン
ト
の

中
で
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
た
り
し

ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
ま
ん
の
う
公
園
で
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
し
ま
し
た
。
公
園
の
中
を
あ
ち
こ
ち
走
っ

て
、
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
や
エ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ダ
ー

で
遊
び
ま
し
た
。
昼
す
ぎ
に
は
学
校
に
帰
り
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
プ
が
短
く
感
じ
て
、
も
う
一
ぱ

く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
決
め
た
班
の
め
あ
て

は
、
「
人
の
話
を
よ
く
聞
い
て
、
ど

の
班
よ
り
も
、
素
早
く
行
動
す

る
。
」
で
し
た
。
私
は
、
自
分
で

は
、
「
人
の
話
を
よ
く
聞
い
て
」
は

で
き
た
と
思
い
ま
し
た
が
、
「
ど
の

班
よ
り
も
素
早
く
行
動
す
る
」
は
、

い
つ
も
一
番
最
後
に
は
な
ら
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
毎
回
一
番
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
こ
れ
だ
け
は
め
あ
て
が
守

れ
な
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
経
験
で

学
ん
だ
こ
と
を
学
校
生
活
に
生
か
す

よ
う
気
を
つ
け
た
い
で
す
。

う
き
う
き
わ
く
わ
く
し
た
キ
ャ
ン
プ

高篠小学校 5年

岡田 茉夕




